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(3) 互いに相関関係を有する多次元不規則現象を予測評価するため，多次元 Rayleigh 分布の結合確率
密度関数と分布関数の近似式を求め，乙の近似式によって耐航性分野で扱っている多次元現象の発生
確率を容易に推定できることを示している。
(4) 各耐航性能評価要素に対して，相対危険度を考慮することによって，多次元評価要素中の一つの基
準要素だけで，波浪中における船舶の耐航性能を総合的に評価する乙とができる万法を提案している。
(5) 低速航行状態では風波中における船速低下率が高速時より大きく，激しい海象中では操船不能状態
lζ陥り，十分な主機馬力の余裕がとられていない場合には，最大出力で航走しでも操船不能な状態か
ら離脱することが不可能な乙とがあることを示している。
(6) 低速船の主機の運転可能性を主機の特性平面上で検討した結果，激しい海象中では主機の平均作動
点が連続運転不可能な領域に位置し，十分な馬力余裕がない場合には，主機の運転上からも危険な状
態になることを示している。
(7) プロペラの回転数変動とトルク変動に限界値を与えて，変動の極値が限界値を超える確率で負荷変
動を評価する方法を提案し，低速航行状態では負荷変動が与えた限界値を超える確率が大きくなる乙
とを示すとともに，調速機特性が負荷変動に及ぼす影響を明らかにしている D
以上の研究成果は，船舶の運航性能を究明する上で新しい知見を与えたものであり，造船学の進歩に
寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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